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＜概要＞ 
音声信号には音素や韻律などといった情報が含まれている．従来から音声認識の分野においては，
音素情報を用いた認識方法が主流である．近年，アクセント，ポーズ，イントネーションなどとい
った韻律情報が注目され，認識精度の向上に期待がもたれている．韻律情報を扱うためには，ピッ
チの抽出，個人差による影響など難しい問題があり，これらの解決に取り組んでいる．  
また，音声合成の分野において，人間のような自然な発話に近づけるためには，韻律情報の付加
が欠かせない．人間が行っている複雑な処理には，名詞における複数の読みや特殊な読み，名詞連
続複合語，文節におけるアクセント核の移動などが考えられ，これらの分析を試みている． 
 
＜応用例＞ 
下記チャートの右側に示すように，音声には豊富な情報が含まれており，音声認識（人間の話す
言葉を自動的に認識すること）のみならず，発話する人間の感情認識や話者特定など，様々な応用
が考えられる． 
グラフィカルな社会還元までのチャート
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編  
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